「語り手」としてのマーロウ―レイモンド・チャンドラー『大いなる眠り』論 by 大野 真
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 『大いなる眠り』は、チャンドラーの長編小説第 1 作である。チャンドラーはそれまでに『ブラ
ックマスク』誌を中心にして数々の中短編小説を執筆し、様々な形式を模索していた。とくに、小














































ラックマスク』での最初の短編「脅迫者は撃たない」（1933 年）は 3 人称で描かれている。チャン









































































色の男（the brown man）」として言及している（158 他）。 






















































は撃たない」は、「ほとんど解読不可能なプロット」（Hiney 81）を持っており、その 3 人称の語り
がプロットをいっそう混乱させていると指摘する。「もしも探偵自身が語り手であったら、物語はよ









で、場面はしばしば突然に変化する。例えば、第 6 章と第 7 章で、マーロウはガイガーが家に入る
まで密かに尾行するが、突然、銃声を耳にする。そしてマーロウも家に入り、薬物で意識を失った
カーメンの裸体と、ガイガーの死体を発見するのだ。 
 また、第 16 章では、ジョー・ブロディの部屋のドアのブザーが突然に鳴り始める。ブロディが
ドアを開けると、そこに立っていた男にいきなり撃たれて殺されてしまう。 




































































































1. ハメットも、『赤い収穫』で 1 人称を、『マルタの鷹』で 3 人称の語りを用いるなど、場合に応
じた語りの人称を工夫している。 
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